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modeFRONTIERと3D TIMONノード利用例

3D TIMONを用いたパラメータスタディや最適化計算を行いたいが・・・
複数ファイルにアクセスが必要で仕組み
づくりが大変・・・。

ワークフローは煩雑になる・・・。

“そり”が出ない成型条件が知りたいなあ・・・。

3D TIMON ノードを利用すると・・・

modeFRONTIERはESTECO社により開発されました。
本文中に記載の会社名、製品名およびサービス名は、それぞれ各社の
商標または登録商標です。

そこで！

3D TIMONノードを開発！！
出力データは各節点ごとのデータではなく平均値、
最大値、最小値、標準偏差値を3D TIMONノード内で
自動計算！

®

既存のノードを利用 ・使用ノード数は31・・・
・所要時間は数日・・・

・使用ノード数は12！！
・所要時間は3分~5分！！

●出力ファイルの値を取得
●スクリプトによる結果の計算

3D TIMONノードによる
●入力ファイルの編集
●3D TIMONの実行
●出力ファイルの値を計算し取得

●入力ファイルの編集

DOSバッチスクリプトで3D TIMONの実行が必要・・・
平均値、最大値等を取得するには
JAVAスクリプトなどで結果からの計算が必要・・・

3D TIMONの解析実行後のファイルをモデルとして指定し、
3D TIMONの入出力パラメータとmodeFRONTIERのパラメータを関連付けするだけ！！

●3D TIMONのバッチ実行
●スクリプトによる結果ファイルの整形


